iPhone・Android向け水平器アプリのおすすめ（2026年版）
iOSとAndroid向けの水準器アプリを比較。精度、機能、そして広告や課金なしで本当に使えるアプリはどれかを検証しました。
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スマホの水平器アプリは本当に使えるのか
結論から言えば、使えます。最近のスマートフォンにはMEMS加速度センサーが搭載されており、家庭や現場での大半の水平出し作業に十分な精度があります。アプリごとの差はハードウェアではなく、そのセンサーをどれだけ正確に読み取るか、データをどう表示するか、そして干渉や校正をどう扱うかにあります。
ここでは、優れた水準器アプリと使いづらいアプリを分けるポイント、そして2026年にインストールする価値のあるアプリを紹介します。
優れた水平器アプリの条件
アプリを比較する前に、実際に重要な機能を押さえておきましょう。
	複数のモード — 丸型気泡管（平面用）、水平モード、垂直（下げ振り）モード、角度計測があれば、現場ごとに異なる作業に対応できます。
	校正機能 — 既知の基準面に対してセンサーをゼロ点調整できること。どの端末もセンサーが工場出荷時に完璧に揃っているわけではないからです。
	許容範囲の表示 — 合否の二択ではなく、「水平です」と言う前に「あと少し」と教えてくれる視覚的な目安。
	ホールド機能 — 測定値を固定できるので、スマホを面から離しても数値を読み取れます。
	干渉検出 — 磁場によって測定値が乱れているときに警告してくれます。
	広告がないこと — 壁の間柱に材木を押し当てている最中に、ポップアップを閉じることはできないからです。

Bubble Level & Angle Gauge
対応: iOSとAndroid | 価格: 無料・広告なし | オフライン: 対応
両プラットフォームで入手できる無料アプリの中で最も充実した選択肢です。4つの測定モードが一般的な用途をすべてカバーします。180°校正システムにより、水平とわかっている面を基準に校正し、複数の校正プロファイルを保存し、失敗した操作を取り消すこともできます。信頼度バーはセンサーの安定性をリアルタイムで表示し、近くのスピーカーやモーターによる電磁干渉が測定に影響している場合は、誤った値を信じてしまう前に知らせてくれます。
許容範囲ガイド（OK / NEAR / OUT）は特筆すべき機能です。数値だけを表示するのではなく、その作業にとって許容範囲内かどうかを教えてくれます。はしごの上、地上6メートルの高さで小数点以下の角度をじっと見ていられない場面では非常に助かります。
ダウンロード: iPhone | Android
iHandy Level（iOS）
対応: iOSのみ | 価格: 無料（広告あり）、Proへのアップグレードあり
スマホ用水準器アプリの草分け的存在です。基本的な用途では正確ですが、無料版にはバナー広告があり、作業中に邪魔になります。機能は基本的な気泡モードのみで、無料版には角度計測も校正プロファイルもありません。
NixGameのBubble Level（Android）
対応: Android | 価格: 無料（広告あり）
実用にはなりますが、インターフェースは古く、広告は親指を置く画面下部に表示されます。干渉検出はありません。単純な作業なら事足りますが、Bubble Level & Angle Gaugeのような作り込みはありません。
Clinometer + bubble level（iOS）
対応: iOS | 価格: フリーミアム
傾斜計としての完成度は高く、カメラの傾きを確認する用途で写真愛好家に人気があります。ただし住宅のDIY用途では操作が直感的とは言えず、全機能は有料の壁の向こうにあります。
結局どのアプリを入れるべきか
ほとんどの人にとって、Bubble Level & Angle Gaugeが明確な選択肢です。必要なモードをすべて備え、オフラインで動作し、広告がなく、校正システムはこのジャンルで最良です。機能をすべて備えた無料アプリがある以上、課金したり広告を我慢したりする理由はありません。
iOSだけを使っていて写真をよく撮るなら、傾き計測の機能を目当てにClinometerを試す価値はありますが、建築やDIY用途ではBubble Level & Angle Gaugeに軍配が上がります。
実物の水平器と比べた精度
スマホの加速度センサーの精度は一般に±0.1°〜0.5°程度です。品質の高い60cmのプロ用水平器はおよそ±0.05°なので、突き詰めればスマホの方がわずかに劣ります。とはいえ棚の取り付けや家電の設置、家庭内のDIYではこの差は問題になりません。精密な建築や基礎の施工では、校正済みの実物の水平器が今も職人の標準であり、スマホは便利な補助であって置き換えではありません。
最良の無料アプリをダウンロード
Bubble Level & Angle Gauge（iPhone版）とAndroid版は無料・広告なし・オフライン対応です。校正機能と許容範囲表示があることで、2026年に最も実用的な選択肢となっています。
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